
2 広報 つ！　令和３年10月16日号

　新型コロナウイルス感染症の拡大はいまだ収束の兆しが見えず、発生するたびに大きくなる感染拡大
の波が繰り返されています。津市はその時々の感染状況や、市民生活・事業活動への影響などを見据
え、国や県と連携した施策に加えて、津市独自の支援策に取り組んでいます。
　令和元年度は予備費の活用に加え補正予算を編成し、令和２年度は予備費の活用とともに補正予算を
10回にわたり編成しました。令和３年度は当初予算に加え予備費を活用するとともに補正予算を４回
編成し、これまで事業費373.4億円をかけて、市民の暮らしと経済を全力で守り抜くための支援策を展
開しています。今後も、刻々と変化する現状やその先の状況を見極めながら、市民に寄り添った施策を
行っていきます。

津市のウィズコロナ支援策

市民の暮らしと経済を全力で守り抜くために

　水道料金(基本料金)の無料化　※令和２年度は
６・７月検針分、令和３年度は11月～翌年２月検針分

全ての市民への支援

教　育

医　療

事業者支援

生活支援

全ての市民への支援

284.3億円

教　育

18.3億円

医　療

15.6億円

事業者支援

27.4億円

感染防止・衛生感染防止・衛生
8.2億円

生活支援

15.8億円

284.3億円

※財源内訳　
令和３年８月末時点

総額  373億円※

全世帯と事業者の負担軽減
　全国トップクラスのスピードで進めた１人10
万円の特別定額給付金の給付

特別定額給付金の給付

全ての市民への支援全ての市民への支援

国 348.7億円 県 1.2億円
市 9.5億円 その他 14億円

上記６つの分野に加え、3.8億円を
新型コロナウイルス感染症対策事業基金に積み立て

問い合わせ　政策課　　229－3101　　229－3330


